令和６年度　多摩市立多摩第一小学校　学校評価書

	学校教育目標

	憲法・教育基本法の精神を尊重し、人権尊重の精神を基調として「未来を切り拓く資質・能力」「２０５０年の大人づくりに向けた社会性」の調和のとれた育成を目指す。

	目指す学校像（学校経営ビジョン）

	あいさついっぱい、いつも笑顔の楽しい一小
「分かる楽しさ、できる実感、伝える喜びを大切にする学校」　　　「子どもたちが安心して、元気に学べる学校」
「保護者・地域から信頼される学校」

	目指す子供像
	目指す教師像

	自ら考え行動できる子自ら学ぶ子
思いやりのある子
健康な子
	
○進んで取り組み、思考力・表現力を高め、最後までやり抜くことのできる確かな学力を育む
○互いのよさを認め、自己を見直し、思いやりのある行動のできる豊かな心を育む
○めあてをもって進んで取り組む強い意志と健やかな体を育む



１　自己評価結果と学校関係者評価の状況
（１）確かな学力の育成
	重点目標
	教科担任制等による教員の指導力の向上
児童の主体的・対話的で深い学び、ＥＳＤの学びの推進

	評価項目
（目標とする成果・指標 ％）
	自己評価
	学校関係者評価

	
	評語
	現状の分析と改善策
	評価
	学校運営協議会委員意見

	教科担任制等の推進による教員の専門性向上。個別最適で協働的な学びの推進と児童の主体性と思考力等を高める指導力の向上。研究主題「自分の考えを表現できる児童の育成」を踏まえた授業の工夫。学校評価で80％以上の肯定的評価
	４
	校内研究で児童の主体性を重視した授業研究を進め、教科担任制の授業を推進した。学校評価「教科担任制」保護者の肯定的評価8２％「分かりやすい授業」高学年児童肯定的評価９４％
	Ａ
	教科担任制の導入により保護者・児童の高い評価を得られた。高学年児童が「分かりやすい授業」と感じており専門性を生かした指導が機能している。「自分の考えを表現できる児童の育成」について、成果を可視化できるとよい。

	地域人材の活用や地域の特性を活かしたＥＳＤの学びの推進。学校評価及び学校公開アンケートで80％以上の肯定的評価
	４
	多摩川ガサガサ体験、再生エネルギーのこれまでの取組に加え、米づくり体験について他校との交流学習を新たに実施できた。3月に保護者への発表会として「たまわんぱーく」を実施した。学校評価「持続可能な社会づくり、自然体験」保護者肯定的評価８５％
	Ａ
	実践的な学びが充実しており保護者の評価も高い。他校との交流学習を取り入れた点は学びの多様性を広げるよい試みである。地元企業・研究機関との連携による体験学習の拡充や再エネ・地域のエコ活動などの具体的な学びの機会を増やしてほしい。

	評価のまとめ
	ＩＣＴ機器の活用、ＥＳＤの取組を学校運営協議会委員から高く評価いただいた。教科担任制の充実とともに、ＩＣＴ機器を一層効果的に活用し、個別最適で協働的な深い学びのある授業改善を図り、児童の学力を高めていけるよう工夫していく。




（２）豊かな心と健やかな体の育成
	重点目標
	いじめ等の未然防止と早期解決、安全教育等の組織的な対応
不登校児童数の低減、体育・健康教育の推進、特別支援教育の充実

	評価項目
（目標とする成果・指標 ％）
	自己評価
	学校関係者評価

	
	評語
	現状の分析と改善策
	評価
	学校運営協議会委員意見

	[bookmark: _Hlk183757840]いじめの適切な認知・把握、早期解決に繋がるいじめ対策委員会等による組織的な対応。学校評価で10％以内の否定的評価
家庭との連携によるＩＣＴに関する学校及び家庭ルールの見直し。児童の情報モラルに関する実践力を高め、ネットいじめをゼロ
	４
	毎週の生活指導打合せ、毎月のいじめ対策委員会で組織的に対応できた。７月に児童が主体となりSNS学校ルールを見直した。１１月いじめ調査で軽微ないじめ３３件。ネット案件０件。授業参観でいじめに関する弁護士講話やセーフティ教室を実施し保護者と情報共有できた。学校評価「いじめ対応」保護者の否定的評価３％
	Ａ
	いじめ対策委員会の定期開催、児童主体のSNSルール見直しが機能している。弁護士のいじめ講話やセーフティ教室の実施は保護者との連携強化に寄与している。軽微ないじめが依然発生している。「軽微」とは何を指すのか、どのように解決したのかを明確にする必要がある。「いじめ撲滅キャンペーン」などの実施を検討してもよい。

	個別最適な学びを重視した学級経営や学校が楽しいと児童が感じる魅力ある授業づくり。不登校対策委員会を中心とした組織的対応等により不登校出現率の市平均以下への抑制
	４
	不登校対策委員会でスクールソーシャルワーカーを招き、外部連携を図った。不登校出現率１１月０．８％に抑え、多摩市７月２.４％を下回った。学校評価「学校が楽しい」児童肯定的評価低学年91％中・高学年８９％
	Ａ
	不登校対策委員会を活用し、スクールソーシャルワーカーとの連携強化ができた。家庭・地域と連携した不登校予防プログラムの充実が必要である。

	個別指導計画を踏まえた指導、通常学級における児童の困り感に応じた支援の充実。配慮が必要な児童や学級の課題を共有し組織的な対応。個に応じた授業等の推進により学校評価で80％以上の肯定的な評価
	３
	月１回の校内委員会、年３回の教育相談全体会で情報共有し、個別指導計画を定期的に見直しながら指導を進めた。学校評価「個に応じた授業」保護者肯定的評価７４％（否定的評価４％分からない２２％）
	Ａ
	校内委員会や教育相談で個別支援の情報共有が適切に行われている。ユニバーサルデザインの学習環境や個に応じた指導の具体を保護者へ明示してほしい。

	児童のめあてと教師の評価を明確にした体育授業や運動の日常化に繋がる教育活動により、児童の運動意欲と運動習慣の向上。「もっと運動したい」と考える児童を80％以上
	４
	スポーツライフ推進校として運動習慣の定着を目指し、講師を招いた運動教室、イチリンピック、タグフライデー等の取組を実施した。投げる力が都・全国平均値を上回った。学校評価「もっと運動したい」児童肯定的評価低学年８２％中高学年９１％
	Ａ
	スポーツライフ推進校としての取組の充実により児童の運動意欲や投力の向上につながった。競技スポーツだけでなく日常生活の運動習慣につながる取組を推進してもよい。

	評価のまとめ
	いじめや不登校に対する丁寧な対応への評価を得られた。担任、校内委員会、ＳＣや家庭・地域、外部専門家と連携を図り、合理的配慮の視点と児童の豊かな心の育成を大切にした指導を保護者と情報共有を図りながら進めていく。


【評語・評価について】
	自己評価
	学校関係者評価

	評語
	達成状況
	成果指標
	評価
	自己評価の適切さ

	4
	申し分なく達成した
	９０％以上～１００％
	Ａ
	適切である

	3
	おおむね達成した
	７０％以上～９０％未満
	Ｂ
	おおむね適切である

	2
	やや下回った
	４０％以上～７０％未満
	Ｃ
	適切でない

	1
	大きく下回った
	４０％未満
	Ｄ
	評価は困難である


（３）家庭や地域との連携
	重点目標
	コミュニティ・スクール制度に基づいた学校評価の改善と地域に開かれた学校づくりの推進。児童・保護者・教員がともにプラスになる教員の授業力向上と働き方改革の推進による、将来の社会を担う人材を育むことのできる学校づくり

	評価項目
	自己評価
	学校関係者評価

	
	評語
	現状の分析と改善策
	評価
	学校運営協議会委員意見

	コミュニティ・スクールの趣旨を踏まえ、学校運営連議会とリンクした学校評価の実施と教育活動・保護者会・個人面談の改善による地域と共にある学校づくりの実現。学校メール・ＨＰ・各種たより、PTAと連携した情報発信等の改善。学校評価で80％以上の肯定的評価
	４
	学校運営協議会では教育活動・予算・設備の状況や保護者・児童アンケート結果等について説明し、協議を進めた。ICT機器を活用した情報発信の充実を図った。学校評価「情報発信の改善」肯定的評価保護者８８％
	Ａ
	保護者の利便性の向上を図り、多様な手段により情報発信を充実させ保護者の高い評価を得られている。保護者がどのような情報を不足していると感じているのか把握し、情報を見逃さない工夫や情報発信の改善を図ってほしい。

	データ活用、ペーパーレス化、会議や押印の精選、児童欠席連絡等のＩＣＴ化等、業務の一層の効率化と学校行事の見直し等による働き方改革の推進。学校内教職員評価で80%以上の評価
	４
	教科担任制、会議の縮減、資料のペーパーレス化、学校情報のメール配信や児童欠席連絡のＩＣＴ活用等の取組を推進した。教員の時間外労働時間月平均１５時間（都目標４０時間）を達成した。教科担任制による働き方改革の教員肯定的評価８６％
	Ａ
	業務の効率化や教科担任制による負担軽減の効果により教員の時間外労働時間の軽減を図れている。さらなるICTの活用等により、教員の負担軽減と教育の質の向上の両立を図ってほしい。

	評価のまとめ
	コミュニティ・スクールの趣旨を踏まえた学校運営や保護者への情報発信の工夫・改善、教員の働き方改革の推進について高い評価を得られた。今後も家庭・地域との連携の充実、教員の負担軽減と教育の質の向上の両立を図っていく。



２　次年度に向けた学校経営の方向性、課題等「個別最適で協働的な深い学びにより、主体的に考える児童を育成する教育課程の推進と、児童・家庭・学校のすべてにプラスとなる働き方改革」「児童・家庭・地域に最適なコミュニティ・スクールの推進」
（１）東京都教科担任制等加配校及びデジタルを活用したこれからの学び実践校として、授業の質の向上を図り、児童の主体的な学びや学習意欲の向上につなげていくこと。児童一人一人に複数の教員が関わる機会が増える教科担任制の指導のよさを加えることにより、学校全体で児童の成長を支援する体制を構築していくこと。
（２）児童・家庭・学校のすべてにプラスとなる視点で、教員自らが主体的に考え、責任をもって実行できる人材を育成すること。
[bookmark: _Hlk192232101]（３）「ユネスコ・スクール」「子若条例」等の特色をもつ多摩市のコミュニティ・スクールにふさわしい教育活動を推進すること。
（４）３校の特別支援教室拠点校として特別支援教室担当教員の指導力と組織力を高めること。





以上のとおり報告いたします。
令和７年３月７日公印

多摩市立多摩第一小学校　校長　　　　木下　雅雄
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